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冷
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１　

国
境
を
越
え
る
大
衆
文
化
と
韓
流
（
小
針
）

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
衆
文
化
の
波
及

文
化
・
情
報
の
流
れ
を
決
め
る
３
要
因
と
韓
流

大
衆
文
化
の
国
境
を
越
え
た
流
通
を
規
定
す
る
要
因

韓
国
で
規
制
さ
れ
て
い
た
日
本
大
衆
文
化
の
流
入
と
「
日
本
隠
し
」

90
年
代
か
ら
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
韓
国
の
日
本
大
衆
文
化
フ
ァ
ン

東
野
圭
吾
、
奥
田
英
朗
、
江
國
香
織
…
…
韓
国
で
吸
引
力
が
あ
る
日
本
小
説

２　

コ
ロ
ナ
禍
で
見
た
韓
流
ブ
ー
ム
と
日
本
で
の
特
異
な
現
象
（
小
針
）



「
推
し
」
と
い
う
言
葉
と
Ｂ
Ｔ
Ｓ
に
「
沼
る
」
そ
の
影
響

失
敗
と
過
ち
を
認
め
る
Ｂ
Ｔ
Ｓ
へ
の
評
価

人
間
の
安
全
保
障
で
積
極
的
に
発
言
す
る
Ｂ
Ｔ
Ｓ

「
渡
韓
ご
っ
こ
」
を
す
る
女
子
高
生

韓
流
フ
ァ
ン
の
元
祖
・
中
高
年
女
性
と
社
会
へ
の
「
主
体
性
」

第
２
章　

若
者
の
「
違
和
感
」
と
日
韓
関
係

70

１　

文
化
と
政
治
を
め
ぐ
る
日
本
の
大
学
生
の
葛
藤
（
小
針
）

韓
国
は
「
令
和
の
流
行
の
発
信
地
」、
日
本
は
「
紙
」
の
イ
メ
ー
ジ

政
治
と
文
化
を
切
り
離
せ
な
い
葛
藤

「
政
治
の
韓
国
」
＝
朴
槿
恵
と
「
文
化
の
韓
国
」
＝
Ｂ
Ｔ
Ｓ
の
著
し
い
差

韓
国
の
「
反
日
」
と
日
本
の
「
嫌
韓
」
へ
の
嫌
気

一
昔
前
の
世
代
と
の
違
い
と
共
通
点

「
雪
解
け
ム
ー
ド
」
で
日
本
社
会
の
空
気
に
変
化
？

韓
流
は
韓
国
政
府
の
主
導
で
人
為
的
に
作
ら
れ
た
？



第
３
章　
「
政
治
の
韓
国
」
の
中
の
日
韓
文
化
接
触

119

１　

消
え
た
「N

O
 JA

PA
N

」
と
韓
国
の
若
者
（
大
貫
）

不
買
運
動
参
加
も
訪
日
客
も
20
代
が
最
多

公
正
・
公
平
を
重
視
、「
不
当
」
は
容
認
せ
ず

幼
少
期
か
ら
日
本
文
化
に
親
し
み

「
韓
日
は
対
等
」
︱
︱
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
の
中
で
見
つ
め
る
日
本

韓
国
人
も
指
摘
す
る
歴
史
教
育
の
影
響

『
82
年
生
ま
れ
、
キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
』
を
め
ぐ
る
男
女
対
立

２　

韓
国
文
化
好
き
が
増
え
れ
ば
歴
史
問
題
は
な
く
な
る
の
か
（
大
貫
）

韓
国
で
広
が
る
「
日
韓
の
政
治
的
関
係
も
自
然
に
改
善
す
る
」
と
の
楽
観
論

「
Ｋ
－
Ｐ
Ｏ
Ｐ
好
き
こ
そ
日
韓
関
係
に
向
き
合
っ
て
い
る
」

歴
史
問
題
解
決
を
両
国
学
生
が
模
索

現
実
を
踏
ま
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
期
待
感

男
性
の
参
加
率
の
低
さ
は
気
が
か
り



２　

韓
国
社
会
の
分
断
と
「
親
日
フ
レ
ー
ム
」（
小
針
）

旭
日
旗
を
め
ぐ
る
「
騒
動
」

「
鬼
滅
の
刃
」
を
め
ぐ
る
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
修
正

Ｂ
Ｔ
Ｓ
と
秋
元
康
氏
と
の
コ
ラ
ボ
を
撤
回
さ
せ
た
韓
国
フ
ァ
ン

「
ネ
ロ
ナ
ム
ブ
ル
」
と
「
陣
営
論
理
」

「
韓
流
好
き
の
日
本
人
が
多
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
楽
観
論
と
「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」

第
４
章　

外
交
の
現
場
か
ら
見
た
日
韓
関
係
の
「
復
元
」

169

１　

時
の
政
権
へ
の
忖
度
と
地
方
自
治
体
交
流
（
小
針
）

政
治
・
外
交
対
立
が
あ
る
と
交
流
中
止
を
す
る
韓
国
側

「
復
元
力
」
を
見
せ
た
自
治
体
交
流

２　

永
田
町
の
ム
ー
ド
変
遷
と
決
定
的
だ
っ
た
尹
大
統
領
の
本
気
度
（
大
貫
）

永
田
町
で
少
数
派
だ
っ
た
政
権
交
代
へ
の
期
待
論

じ
わ
り
高
ま
っ
た
韓
国
新
政
権
へ
の
期
待

変
化
の
芽
が
見
え
隠
れ
し
た
２
０
２
１
年



第
５
章　

文
化
か
外
交
か

212

１　

文
化
交
流
の
活
性
化
に
は
外
交
関
係
の
安
定
化
を
（
大
貫
・
小
針
）

政
権
交
代
し
て
も
揺
ら
が
な
い
関
係
構
築
に
向
け
て

１
位
か
ら
１
％
へ
転
落
し
た
韓
国
へ
の
修
学
旅
行
は
回
復
す
る
か

外
交
関
係
に
左
右
さ
れ
る
紅
白
歌
合
戦
の
Ｋ
－
Ｐ
Ｏ
Ｐ
組
出
場
数

３　
「
陰
の
主
役
」
中
国
の
存
在
（
大
貫
）

ク
ア
ッ
ド
参
加
意
思
、
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
策
定
…
…
韓
国
の
対
中
政
策
の
変
化

韓
国
の
対
中
感
情
の
急
激
な
悪
化

少
し
ず
つ
解
け
た
韓
国
へ
の
不
信
感

「
復
元
」
の
象
徴
︱
︱
12
年
ぶ
り
の
韓
国
大
統
領
訪
日

解
決
金
支
払
い
の
発
表
が
岸
田
首
相
の
早
期
訪
韓
を
決
断
さ
せ
る

２　

そ
れ
で
も
文
化
交
流
・
人
的
交
流
は
重
要
だ
（
小
針
・
大
貫
）

文
化
接
触
で
は
相
手
国
へ
の
政
治
・
外
交
面
で
の
シ
ン
パ
シ
ー
は
生
ま
れ
な
い



お
わ
り
に　
　

小
針 

進

245

主
要
参
考
文
献
一
覧

250

＊
本
文
中
に
登
場
す
る
人
物
の
肩
書
・
年
齢
、
組
織
名
等
は
、
基
本
的
に
事
象
の
発
生
当
時
、
ま
た
は
取

材
時
の
も
の
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
韓
国
人
の
氏
名
は
漢
字
表
記
と
し
た
が
、
漢
字
が
不
明
の
人
や
日

本
で
は
漢
字
以
外
の
表
記
で
の
活
動
を
主
と
し
て
い
る
芸
能
人
等
の
場
合
は
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
た
。

�

目
次
・
図
版
作
成
／
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ

無
視
で
き
な
い
日
韓
文
化
「
共
感
」
の
時
代

過
小
評
価
し
て
は
い
け
な
い
人
的
交
流
の
効
果
と
若
年
層
へ
の
期
待

民
間
交
流
が
新
た
な
未
来
を
拓
く
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9　はじめに

は
じ
め
に

大
貫
智
子

　

こ
こ
は
東
京
な
の
か
、
ソ
ウ
ル
な
の
か
。
大
写
し
の
韓
国
人
男
性
俳
優
が
微ほ
ほ
え笑
み
、
そ
の
右
横
に
日
本

語
訳
の
な
い
ハ
ン
グ
ル
表
記
だ
け
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
종
협
아 

일
본 

촬
영 

고
생
했
어
」

（「
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
プ
、
日
本
で
の
撮
影
お
疲
れ
様
」
の
意
味
）。
２
０
２
４
年
３
月
下
旬
、
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田

線
赤
坂
駅
の
構
内
で
こ
の
横
長
の
ポ
ス
タ
ー
を
目
に
し
た
時
、
一
瞬
戸
惑
い
を
覚
え
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
２
０
２
４
年
１
〜
３
月
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
ド
ラ
マ
「Eye Love Y

ou

」

で
主
役
を
務
め
た
チ
ェ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
プ
さ
ん
の
写
真
４
枚
が
並
べ
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
ド
ラ
マ
は
、

チ
ェ
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
プ
さ
ん
演
じ
る
韓
国
人
留
学
生
、
ユ
ン
・
テ
オ
と
二
階
堂
ふ
み
さ
ん
扮ふ
ん

す
る
本も
と

宮み
や

侑ゆ

里り

（
主
人
公
の
日
本
人
女
性
）
の
恋
愛
を
コ
ミ
カ
ル
に
描
い
た
も
の
だ
。
日
本
で
は
、
ユ
ン
・
テ
オ
の
細
や

か
な
気
遣
い
や
韓
国
料
理
が
ふ
ん
だ
ん
に
登
場
す
る
場
面
な
ど
が
人
気
を
博
し
た
。
こ
う
し
た
日
本
国
内

の
評
判
が
韓
国
で
も
話
題
と
な
り
、
知
人
の
韓
国
人
男
性
た
ち
か
ら
「
ユ
ン
・
テ
オ
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
愛
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10

情
表
現
は
現
実
離
れ
し
て
い
て
気
恥
ず
か
し
い
」
と
い
う
声
を
何
度
も
耳
に
し
た
。

　

筆
者
（
大
貫
）
が
驚
い
た
の
は
、
ユ
ン
・
テ
オ
の
心
の
中
の
セ
リ
フ
の
一
部
が
韓
国
語
の
ま
ま
放
送
さ

れ
、
日
本
語
の
字
幕
が
付
か
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
恋
人
の
日
本
人
女
性
は
韓
国
語
を
一
切
解
さ
ず
、

ユ
ン
・
テ
オ
の
心
情
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
。
そ
れ
は
韓
国
に
関
心
を
持
つ
日
本
の
視
聴
者
も
同
様

だ
っ
た
よ
う
だ
。
あ
る
韓
国
紙
の
東
京
特
派
員
は
「
毎
週
、
番
組
放
送
後
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
サ

イ
ト
を
見
て
み
る
と
、
ユ
ン
・
テ
オ
の
セ
リ
フ
の
日
本
語
の
意
味
を
調
べ
る
言
葉
が
並
ん
で
い
た
」
と
教

え
て
く
れ
た
。
最
終
回
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
、
日
本
人
俳
優
や
ス
タ
ッ
フ
の
名
前
す
べ
て
に
ハ
ン
グ
ル
が

併
記
さ
れ
て
い
た
の
も
目
を
引
い
た
。
韓
国
文
化
の
広
が
り
は
こ
こ
ま
で
深
化
し
た
の
か
と
実
感
し
た
。

　

日
本
で
韓
国
文
化
が
爆
発
的
な
人
気
を
得
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
２
０
０
３
年
に
Ｂ

Ｓ
（
衛
星
放
送
）
で
、
２
０
０
４
年
に
総
合
テ
レ
ビ
（
地
上
波
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
放
映
し
た
ド
ラ
マ
「
冬
の

ソ
ナ
タ
」
で
あ
り
、
す
で
に
20
年
が
過
ぎ
た
。
韓
国
文
化
ブ
ー
ム
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

　

新
し
い
動
き
と
し
て
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
小
中
学
生
の
頃
か
ら
Ｋ
–
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
韓
国
コ
ス
メ
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
親
し
み
を
持
つ
若
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
だ
。
韓
国
は
「
お
し
ゃ
れ
で
素
敵
な

国
」
と
憧
れ
を
抱
く
子
ど
も
も
少
な
く
な
い
。
韓
国
人
か
ら
「
な
ぜ
そ
ん
な
に
人
気
が
あ
る
の
か
、
理
解

し
難
い
」
と
不
思
議
が
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
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11　はじめに

「
日
本
の
高
校
生
や
大
学
生
の
間
で
、
韓
国
コ
ス
メ
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
大
人
気
ら
し
い
」
と
い
う
話
を

最
初
に
聞
い
た
の
は
、
毎
日
新
聞
で
ソ
ウ
ル
特
派
員
を
務
め
て
い
た
２
０
１
７
年
末
の
こ
と
だ
っ
た
。
一

時
帰
国
し
た
同
僚
が
韓
国
特
集
の
雑
誌
を
目
に
し
た
と
言
い
な
が
ら
、
半
信
半
疑
の
様
子
で
語
っ
て
い
た

こ
と
を
今
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。
筆
者
自
身
も
信
じ
難
か
っ
た
た
め
だ
。

　

筆
者
は
２
０
１
３
年
４
月
〜
２
０
１
８
年
３
月
、
ソ
ウ
ル
に
駐
在
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
日
本
国
内

の
流
行
に
は
疎
か
っ
た
。
し
か
も
５
年
間
の
在
任
中
、
政
治
的
に
日
韓
関
係
が
良
好
だ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ

な
く
、
韓
国
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
子
ど
も
が
日
本
の
学
校
で
い
じ
め
に
遭
う
の
で
は
な

い
か
と
心
配
す
る
保
護
者
も
い
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

間
も
な
く
東
京
に
帰
任
す
る
と
、
想
像
以
上
に
韓
国
文
化
が
日
本
で
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ

る
よ
う
に
な
る
。
特
に
若
い
女
性
た
ち
に
絶
大
な
支
持
が
あ
り
、
大
学
で
韓
国
語
を
学
ぶ
女
子
学
生
が
急

増
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
現
在
高
校
１
年
の
長
男
の
周
囲
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
小
学
校
卒
業
を
機

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
Ｋ
–
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ア
イ
ド
ル
の
動
画
に
触
れ
て
韓
国
に
関
心
を
抱

い
た
と
い
う
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
た
。
そ
れ
が
語
学
学
習
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
構
図
が
う
か
が
え
た
。

　

も
は
や
韓
流
に
つ
い
て
第
何
次
ブ
ー
ム
と
冠
す
る
こ
と
が
な
い
ほ
ど
韓
国
文
化
は
日
本
の
日
常
生
活
に

根
づ
い
た
。
近
所
の
ス
ー
パ
ー
で
は
韓
国
餅
や
ビ
ビ
ン
パ
の
素
、
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
な
ど
大
概
の
韓
国
食
材
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を
売
っ
て
お
り
、
家
庭
の
食
卓
に
韓
国
料
理
が
並
ぶ
。
駅
構
内
の
雑
貨
店
で
ハ
ン
グ
ル
表
記
の
韓
国
コ
ス

メ
が
簡
単
に
手
に
入
る
時
代
だ
。
子
ど
も
の
中
学
卒
業
の
記
念
に
と
家
族
で
ソ
ウ
ル
へ
旅
行
し
た
り
、
子

ど
も
か
ら
韓
国
に
行
き
た
い
と
せ
が
ま
れ
た
り
し
て
い
る
友
人
は
多
い
。

　

１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）
生
ま
れ
の
筆
者
の
世
代
は
、
幼
い
頃
、
外
国
と
言
え
ば
米
国
し
か
知
ら
な

か
っ
た
人
が
大
半
で
、
筆
者
も
そ
の
ひ
と
り
だ
っ
た
。
今
、
幼
少
期
か
ら
韓
国
と
い
う
隣
国
を
身
近
に
感

じ
て
育
つ
日
本
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
、
日
韓
関
係
に
携
わ
る
記
者
と
し
て
素
直
に
嬉う
れ

し
く
思
う
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
現
象
は
政
治
的
な
日
韓
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が

本
書
の
問
題
意
識
で
あ
る
。

　

韓
国
文
化
を
好
む
若
者
た
ち
は
日
韓
関
係
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
若
者

た
ち
の
存
在
は
、
両
国
の
外
交
関
係
に
も
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
る
と
言
え
る
か
。
日
韓
間
の
最
大
の
懸

案
で
あ
る
歴
史
問
題
の
解
決
に
も
寄
与
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
を
見み

出い
だ

し
た
い
と
、
学
生

た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
日
韓
の
文
化
と
政
治
の
関
係
に
つ

い
て
研
究
さ
れ
て
き
た
小
針
進
・
静
岡
県
立
大
学
教
授
か
ら
共
著
の
提
案
を
い
た
だ
い
た
。

　

ソ
ウ
ル
駐
在
中
か
ら
韓
国
の
20
代
の
対
日
観
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
特
派
員
任
期
を
終
え
た

後
も
、
渡
韓
し
て
取
材
を
続
け
た
。
日
韓
双
方
か
ら
眺
め
る
こ
と
で
、
全
体
像
が
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で



初校
再校
責了

（13）

新書８月刊 「日韓の憂鬱」
� P. 13

集英社
179.0

218.0
×１

13　はじめに

は
な
い
か
と
考
え
た
た
め
だ
。

　

一
連
の
取
材
を
し
た
２
０
１
８
〜
２
４
年
の
６
年
間
で
、
日
韓
関
係
は
劇
的
に
変
化
し
た
。
２
０
１
９

年
は
徴
用
工
問
題
を
発
端
に
「
１
９
６
５
年
の
国
交
正
常
化
後
で
最
悪
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
関
係
が
悪
化

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
っ
て
、
政
府
間
だ
け
で
な
く
民
間
の
直
接
交
流
が
途
絶
え
て
い
た

時
期
も
、
相
互
不
信
は
強
か
っ
た
。
こ
の
頃
、
取
材
し
た
日
本
人
学
生
た
ち
は
、
文
化
と
政
治
の
は
ざ
ま

で
揺
れ
動
い
て
い
た
。
詳
細
は
第
２
章
で
、
日
頃
学
生
と
接
し
て
い
る
小
針
氏
が
記
し
て
い
る
。

　

第
４
章
で
詳
述
す
る
が
、
２
０
２
２
年
５
月
に
韓
国
で
尹ユ
ン

錫ソ
ン

悦ニ
ヨ
ル

氏
が
大
統
領
に
就
任
す
る
と
、
次
第

に
関
係
は
改
善
に
向
か
う
。
コ
ロ
ナ
禍
明
け
も
相
ま
っ
て
民
間
交
流
は
再
び
活
発
に
な
り
、
日
韓
両
国
の

学
生
が
歴
史
問
題
解
決
に
取
り
組
む
席
に
参
加
す
る
機
会
も
得
た
。
悩
み
な
が
ら
も
真
摯
に
取
り
組
む
若

者
た
ち
に
は
感
銘
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

筆
者
は
２
０
２
４
年
３
月
、
毎
日
新
聞
か
ら
韓
国
紙
・
中
央
日
報
の
東
京
特
派
員
に
転
職
し
た
。
韓
国

メ
デ
ィ
ア
が
日
本
人
記
者
を
特
派
員
と
し
て
採
用
す
る
の
は
初
め
て
で
、
冷
や
や
か
な
見
方
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
覚
悟
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
韓
の
友
人
、
知
人
の
受
け
止
め
方
は
予
想
よ
り
は
る
か
に

好
意
的
で
、
時
代
の
変
化
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
。
本
書
を
通
じ
て
、
日
韓
関
係
の
未
来
像
に
つ
い
て
と

も
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。


